













平成 29 年 2 月 24 日、以下の内容でプレスリリースしましたのでご報告いたします。 
                  
世界中のビッグデータ利活用を可能とするプラットフォームの構築 
～プライバシーに配慮した iKaaS プラットフォームの実証実験を開始～ 
 








が実施する Horizon 2020*1 と連携して、プライバシーに配慮した iKaaS（intelligent 
Knowledge-as-a-Service）*2 プラットフォームの実用性を検証するため、宮城県仙台市宮城
野区田子西地区（以下、田子西地区）に設置されたセンサー等から取得したデータを利活用
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（2）これまでの取り組み 
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〜プライバシーに配慮した iKaaS プラットフォームの実証実験を開始〜
＜語句説明＞ 
*1 Horizon 2020：2014 年～2020 年の 7年間にわたる総額 800 億ユーロ規模の EU 研究イノ 
ベーション枠組み計画。本プロジェクトにおける欧州側参加機関は、University of Surre 
（イギリス）、CREATE-NET（イタリア）、ATOS（スペイン）、Wings ICT Solutions（ギリ
シャ）、InnoTec21（ドイツ）、University of Oulu（フィンランド）、EMT Madrid（スペ
イン）、Madrid 市（スペイン）、Community of Madrid（スペイン）。 
*2 iKaaS（intelligent Knowledge-as-a-Service）：多種多様なデータやそのデータから 
  得られた知識を、国を越えて流通させるために、プライバシーやセキュリティに配慮する 
機能等を組み込んだ高度知識集約型プラットフォーム。 
*3 知識：大量データを活用して生成された付加価値の高い情報あるいは解析手法。 





 サイバーサイエンスセンター （担当: 菅沼） 
 E-Mail: suganuma@tohoku.ac.jp 
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